
Fig.1 Sintered CaF2 transparent ceramics 

doped with Nd3+ (1, 5 and 10 %). 
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シンチレータ及びドシメータは放射線検出に用いられる蛍光材料の一つであり、放射線のエネ

ルギーを吸収して低エネルギーの光子に変換する機能を持つ素子である。フッ化カルシウム

（CaF2）はシンチレーション材料として、宇宙物理学などにおいて注目されている [1]。加えて、

CaF2の実効原子番号（Zeff = 16.6）は人体軟組織の実効原子番号（Zeff = 7.13）に比較的近いことか

らドシメータとしての研究も盛んに行われているが、これら CaF2におけるシンチレーション特性

およびドシメータ特性の研究の大半が単結晶についてである。一方で、当研究室ではこれまでに

無添加および Eu添加透明セラミックス CaF2のシンチレーション特性・ドシメータ特性について

報告しており、透明セラミックス CaF2の放射線応答特性について系統的に研究を行っている。 

本研究では、放電プラズマ焼結（SPS）法によって Nd 添加透明セラミックス CaF2を作製し、

得られたサンプルに対し、シンチレーション、ドシメータ特性、及び真空紫外領域における発光

スペクトルの調査を行った。Nd添加単結晶 CaF2は真空紫外領域に 5d-4f遷移、近赤外領域に 4f-4f

遷移による発光を示すことが報告されている [2,3]。SPS法によって作製した Nd添加透明セラミ

ックス CaF2は Fig.1に示すように可視的に透明であった。Fig.2に Nd添加透明セラミックスを 160 

nmの光で励起した際の発光スペクトルを示す。Nd添加単結晶 CaF2と同様に真空紫外領域に Nd

の 5d-4f遷移による発光が見られた [2]。本講演では、シンチレーション特性としてシンチレーシ

ョン発光スペクトル、シンチレーション減衰時定数及び残光特性について、ドシメータ特性とし

て熱刺激ルミネセンス（TSL）グローカーブ、TSLスペクトル、線量応答曲線について議論する。 
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Fig.2 Emission spectra of CaF2:Nd transparent 

ceramic samples excited by 160 nm light. 
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